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8 ，髄膜播種 をき た した胸椎原 発ユ
ー

イング肉腫

　　の 1例

　　　　 入 江　止 寛，菅原　典子，斎藤　 由佳

　　　　 小沼　止 栄，箕浦　貴則，小 島加奈子

　　　　 　　　　　　 　　　　　　 土屋　　滋

　　　　 　　　　　　 　　　 （東北大学小 児科）

　　　　 吉成みや こ，笹原　洋二 ，久間 木　悟

　　　　 　　　　　　 　　　 （同　 小児腫瘍科）

　　　　　　　　　　 永松　謙一
，隈部 　俊宏

　　　　 　　　　　　 　　　 （同　脳神経外科）

　　　　 星川　　健，保坂　正 美，羽鳥　正 仁

　　　　 　　　　　　 　　　　 （同　整形 外科）

　　　　 佐藤　智行，中村　　潤，林 　　　富

　　　　 　　　　　　 　　　　 （同　小児 外科）

　　　　 　　　　　　 　　　　　　 峯岸　正 好

　　　　　　　　　　　　　　　 （同　輸血 部）

　　　　 　　　　　　 　　　　　　 渡辺 　み か

　　　　 　　　　　　 　　　　　 （同　病理 部）

　H16 ．12 月に 発症 した 胸椎原 発 の Ewing 肉腫

の 5 歳男児，入院時 Stage皿 で化学療 法 にて腫瘍

は著明に縮小 したが 、経過中に髄膜播種 を来 した，

全脳全脊髄照射 と脳室 ドレナージ にて治療 し，播

種 は改善した．そ の 後，抗癌剤髄注 と全身化学療

法に て 加療 し寛解 に 至 り，Bu ＋L −PAM ＋Thiotepa

に よ る前処置 の も と PBSCT を施行 した．大 きな

トラブル な く治療終 了した が，遠隔転移例で あ り，

そ の 長期予後は厳 し い と思 わ れ た．

9 ．小児 頭 蓋咽頭腫の 治療 と問題 点

　　　　　　　　　　 白根　礼造，林 　　俊哲

　 　　　　　　（宮城県立 こ ど も病院脳神経外科）

　 　　　　　　 　　　　　　　 　　 冨永 　悌二

　 　　　　　　 　　　　 （東北大学脳神経外科）

　craniopharyngioma は 良性 腫瘍 に 分類 され，

全摘 出が行われ れば 良好な予後がもた らされ ると

考 え られ て い る． しか し発生部位が infundibulo−

hypOphyseaユaxis で あ り，重要 な構造物が 障壁

とな っ て 摘 出の 際に視野が 得 られ に くい と い う特

徴が あ る ．残存腫瘍 には放射線治療が 有効 と され

て い るが ，小児で は視機能障害，視床下部障害，

精神運 動発達遅延等 の ため社会適応能力が 障害さ

（252 ）

れ る 場合 が 多 い ．可及 的な 腫瘍 摘 出 と radiosu
−

rgery の 併用が良好 な生命予後，機能予後 を もた

らすと の 考え もあ るが，optic　pathway の 脆 弱 さ

が 障害 と な っ て 適応 に 限 界が あ る．我 々 は本疾患

に対 し て は，神経機能を 温存 しつ つ 全摘出を行な

うべ き と い う方針で 手術を行 っ て お り，良好な成

績 を上げ てお り概要 を報告す る．

10．NB2000 プ ロ ト コ ール に て 治療 中に腎性尿 崩

　　症 を合併 した進行神経芽腫 の 1例

　 　　　　渡邊　庸平，斎藤　由佳，入江　正 寛

　　　　　力石 　　健，西尾　利之，土屋 　　滋

　 　　　　　　 　　　　　　 （東北大学小児科）

　　　　　笹原　洋 二 ，吉成み や こ
， 久間木 　悟

　 　　　　　　 　　　　　　 （同　小 児腫瘍科）

　 　　　　　　 　　　　　　 　　　 峯岸　正 好

　 　　　　　　 　　　　　　 　　 （同　輸血 部）

　　　　　　　　　　 佐藤　智行，林　　　富

　 　　　　　　 　　　　　　 　 （同　 小児 外科）

　東 北 地 区 進 行 神経 芽腫 プ ロ ト コ
ー

ル NB2000

にお い て，プラチ ナ 製剤 は重要 な薬剤であ るが ，

そ の 腎毒性 に よ り尿細管 障害を きた し腎性尿崩症

を発症 した 1 症例 を経験 した．症 例は 6 歳男児，

平成 17 年 1 月発症の 神経芽腫 stage4 で 同月か ら

NB2000 プ ロ トコ
ール で 治療 を開始 した．　 Ccrは

治療経過 と と もに半分以 下に低下 し，低比 重尿が

続 くこ とか らシスプ ラチ ン に よる と思われ る尿濃

縮 障害 を 認 め た．カ ル ボプラチ ン を含 む 自己 末梢

血幹細胞移植の 前処置で は，尿濃縮障害 に よる脱

水とな り，最大 1 日 4L の 水分投与を必要と した．

バ ゾプ レ ッ シ ン は 23．7pg ／ml と上 昇 し て お り腎

性尿 崩症で あ る と考 え られた．

11．宮城県 におけ る神 経芽腫 18 ヶ 月二 次 マ ス ス

ク リ
ー

ニ ングの 最終報告

　　　佐藤　智 行，中村 　　潤 ， 林　　　富

　 　　　　　　 　　　 （東北大学小 児外科）

　 　　　　　　 　　　　　　　 土屋　　滋

　 　　　　　　 　　　　　　 （同　小 児科）

　 　　　　　　 　　　　　　　 久間木　悟

　　　　　　　　　　　 （同　小児 腫瘍科）
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